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陸奥国棚倉藩主・華族 阿部家資料目録 解題

本目録『学習院大学史料館収蔵資料目録』第17号には、江戸時代の譜代大名で、明治時代に入っ

て華族となった阿部家資料を収めた。

本資料群の名称はこれまで「奥州棚倉藩主阿部家文書」とされてきた。だが第一に、本資料群は

大名家であるとともに、華族であった阿部家で生成・保存されてきた資料である。第二に、ガラス

乾板・箱などの紙媒体以外の資料を含む。これらから、資料群名を「陸奥国棚倉藩主 。華族 阿部

家資料」と改称することにした。

1.資 料群の概要

資料群番号 :        1

資料群名称 : 陸奥国棚倉藩主・華族 阿部家資料

年代の上限～下限 : 1585年 (天正13)～ 1959年 (昭和34)

数   量 : 4706点。うち箱41個、ガラス乾板 3枚、金具 1点、バッチ 1個

出   所 : 阿部家

役 職 等 : 大名・華族/子爵

2.伝 来の経緯

本資料群は、阿部家の東京都港区麻布邸内に保管されていた資料である。昭和43年 (1968)9月 、

原蔵者の阿部正友氏 (故人)が居を東京都渋谷区広尾に移されるにあたり、旧宅にあった資料の一

部が本学に寄託された。受け入れ部署は、同39年に開設されていた文学部史学科史料室 (以下、史

料室と略記)であった。同50年、史料室は改組されて、大学付置機関となり、名称を学習院大学史

料館とした。これにともない本資料群は史料室から当館へ移管された。

3。 これまでの整理状況

(1)第一次整理

先に記したように、本資料群が本学に寄託されたのは昭和43年 9月 のことである。受け入れは史

料室で行った。当時、史料室に専任の職員がいなかったため、整理は学習院大学史学会内の「近世

史研究会」が行った。学習院大学史学会は、主として史学科の教員と卒業生・在学生で構成される

学会である。

この第一次整理の成果は、学習院大学史学会の会誌『学習院史学』第 6号 (1969年度発行)に

「陸奥国棚倉藩主阿部家文書目録」として公表された。日録執筆者は小沢文子
。松尾涼・山口 (篠

沢)治子・善積 (松尾)美恵子の各氏である。

同目録の凡例には、主として明治 4年 (1871)の廃藩置県までとするが、成立が明治 5年以降で
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あっても、内容が近世に及ぶ場合は収録したとある。収載資料の総件数は916件で、整理方法はい

わゆる主題別分類で、大項目16項目を立ててこれに適宜、中項目を加えている。大項目 0中項目の

なかは年代1頂に配列 してある。資料番号は通し番号 1～ 353を付与 してある。

(2)第二次整理

第二次整理は、昭和48年 に結成された「阿部家文書研究会」のメンバーによって行われた。「阿

部家文書研究会」は、当時、学習院大学文学部史学科教授であった児玉幸多氏の指導のもとで活動

した。活動の成果の一部に昭和49年度 。昭和50年度に文部省科学研究費補助金の交付をうけて公刊

した『阿部家史料集 1・ 2 公余録 (上)。 (下)』 (吉川弘文館、1975。 1976年 )がある。

『阿部家史料集 1・ 2』 は、翻刻部分と付録部分とに分かれる。翻刻部には、本資料群中にある

「公余録」全 8巻、および「公余附録」第 1巻を収載する。付録部分は「阿部家系図」「藩主表」

「阿部家関係法号一覧」、そして「阿部家文書目録」からなる。

この『阿部家史料集 2』 掲載の「阿部家文書目録」と、先の『学習院史学』掲載の目録とを比べ

ると、表「『阿部家史料集 2』 掲載の目録での追加資料」に示す38の資料が、新たに加えられたこ

とがわかる。

表 『阿部家史料集 2』 掲載の目録での追加資料

資料番号 資 料 名 資料番号 資  料  名

(19) 領知判物・郷村帳差出覚 132(164) 御法号留

37  (20) 領知判物・郷村帳差出覚 133  (163) 御法号留

38  (24) 領知判物差出覚 138  (174) [丸山祠堂覚]

40  (46) 奥州自川城内外絵図 139  (175) 丸山御宮・御仏殿品々之覚

81(147) 正外官位召上。謹慎命令書写 140  (176) 丸山祠堂私記

84 (150) 正功棚倉藩知事辞令 141  (165) [御宮。御仏殿出費書上]

[参州願照寺答書] 142 (1016) [東叡山燈籠献上覚]

阿部氏御系譜略 165  (768) 聖護院御門跡到着二付上使之節之留

(66) 阿部総括系 166  (778) 奥出頭書

118 (109) 御家禄封土。系統書上 167  (832) [阿部家代々幕府諸役任免覚]

119(173) 阿部家社稜書上 175(1042) [詔書請書控]

120(110) 略伝 176  (810) 琉球人名書

121(111) 阿部正由履歴 262(9192) [温古録目次]

122 (812) [正外幕末勤役覚] 275 (1041) [棚倉藩記録]

成寿院様御続書 276 (1045) [棚倉藩略記]

124 (106) 事跡考 277 (1044) [修史館宛回答写]

125(107) 阿部家事跡考 292 (1014) [年貢高覚]

126 (108) 事跡考付録 294(1043) [棚倉藩庁留]

130 (208) [御成馳走覚] 323 (1040) 御進発二付御人数調
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註 1

註 2

註 3

「資料番号」欄のうち、裸数字は『阿部家史料集 2』 の目録、括弧内の数字は本目録での番号をあらわ

す。『阿部家史料集 2』 の目録を利用した場合は、括弧内の数字で資料請求して頂きたい。

作表は主として当館の内部資料によった。内部資料とは「学習院史学」の目録コピーに挟み込まれたメ

モ (学習院用箋B5版 2枚、鉛筆書き)である。

資料名は上記のメモの記載による。

表に示した38の資料は、近世資料が中心であり、基本的に『学習院史学』掲載の目録を補足する

ものであった。

ただし注意したいのは、『阿部家史料集 2』 掲載の「阿部家文書目録」では『学習院史学』収録

の目録から48件の資料を削除 している点である。肖1除されたのは、作成主体が阿部家ではないと判

断された資料で、具体的には「白川家政録」など松平定信の行状を記 した写本、絵図・武鑑などの

出版物である。この旨は『阿部家史料集 2』 の「あとがき」 (児玉幸多氏執筆)に「今回補訂 した

上で、近世阿部家に関するものに限定して収載 したものである」と記載されているので、改めて注

意を促しておきたい。

またこの第二次整理では新たに資料番号を付与しているが、資料番号は通し番号 1～328で ある。

『学習院史学』収録の目録の番号と比べると25減少 している。この番号のズレ (38の加筆、48の 削

除を単純に計算すると 10の減少となるが、実際は 25)は 番号の付与の仕方が変わったためである。

つまり『阿部家史料集 2』 掲載の「阿部家文書目録」は、『学習院史学』掲載の目録を基本的に

踏襲して加筆したものであるが、完全な改訂版とはいいがたく、資料番号にも異同がある。利用に

際しては注意 していただく必要がある。

(3)第二次整理

昭和48年 4月 1日 、史料室に専任の助手 (山口治子氏)がおかれた。当時の執務日記によると、

本資料群の近代資料の整理に本格的に取りかかったのは、当館が発足 して最初の夏、つまり昭和50

年夏のことであった。整理には院生が協力したようで、執務日記の同年 8月 20日条に「近世史院生、

阿部家文書目録 (近代編)作成のため来室」とある。

その後、本資料群に関する記事はしばらく見えないが、執務日記の昭和51年 5月 17日 条に「本日

より阿部家文書の整理にもどる」とある。そして翌年 3月 、目録第 2号『奥州棚倉藩主阿部家文書』

(以下、『旧目録』と表記する)が刊行された。

『旧目録』には総数1727件 の資料を収録 した。整理は、主題別分類を施 して、整理番号を新たに

付与する方法をとった。

4。 本 目録の整理

今回は第四次の整理になる。本目録のデータ総件数は4082件である。第二次までの整理で除外さ

れていた未整理の資料、細目をとっていなかった挟み込み資料などが加わり、『旧目録』よりもデー

タは2355件増えたのである。

本目録に新たに掲載した資料は、大きくは (1)写真資料、(2)本紙からはずされた包紙 。袋・



封筒の類、(3)容器、 (4)挟み込み類の 4つ に分かれる。

(1)か ら (3)に ついては『旧目録』で付与 した資料番号 1～ 1727の続き番号1728～ 1822を 与

えた。(4)については、適宜、枝番号を与えた。『旧目録』の番号付与の仕方に問題なしとはいい

がたい。だがこれまでの三回の整理により、同一の資料に少なくとも二つの番号が付与されてきた

という事情から、これ以上の混乱を避けるため、新たに親番号を与えることはしなかったのである。

5.阿 部家の歴史

阿部家は、備後国福山藩主阿部家を宗家とする譜代大名の家で、幕府が設定 した家格は雁間詰・

城主である (歴代当主の名前などについては巻末の付表 1「阿部家歴代一覧」。付表 2「阿部家系

図」を参照のこと)。 阿部家の 2代当主忠秋は、 3代将軍徳川家光の側近として幼少から仕え、寛

永12年 (1635)に 下野国壬生城主 (現、栃木県下都賀郡壬生町)と なり、 2万 5000石 を領 した。同

16年忠秋は武蔵国忍 (現、埼玉県行田市)に移されて 5万石を領した。のち忠秋は寛文 3年 (1663)

までに 8万石に加増された。以来、阿部家は184年間、忍を居城とした。

元禄 7年 (1694)阿部家の石高は10万石となった。当主は忠秋から2代のちの正武で、加増は上

方などの飛地で行われた (巻末の付表 3「阿部家領地国郡別村数・石高」を参照のこと)。 これは

正武が京都所司代や大坂城代を歴任したことと関係しよう。

領地は文政 6年 (1823)に 陸奥国白河 (現、福島県白河市)へ移った。これは度重なる外国船の

渡来により沿岸防備が緊急課題となった幕府の施策と関連 している。

幕府老中の職にあった16代正外は兵庫開港問題で朝廷と対立し、幕府もこれに対処して老中を罷

免 した。慶応 2年 (1866)6月、正外は隠居を命 じられた。同月、17代当主として正静が家督を継

ぎ、陸奥国棚倉 (現、福島県東白川郡棚倉町)10万石を与えられた。

同 3年 10月 、15代将軍徳川慶喜は、大政奉還を朝廷に申し出て、徳川幕府は瓦解した。 しかしな

がら、これに対抗する勢力があり、新政府軍と衝突した。戊辰戦争の勃発である。同 4年閏 4月 22

日、棚倉藩は深慮の末に奥羽越列藩同盟に加わり、新政府軍と戦い、同年 6月 に棚倉は落城 した。

9月 に17代正静は自河口総督府参謀に謝罪嘆願書を提出するが、受理されなかった。 12月 、新政府

より正静は城地を没収されて、東京での謹慎を命 じられた。

正静の後を継いで当主となったのは18代正功で、正功は新政府から新たに棚倉城 6万石を与えら

れた。明治 2年 (1869)6月 17日、新政府は版籍奉還を命じた。他方、同日付で大名を知藩事に任

命する手続きが進められた。同年 8月 25日 、正功は棚倉藩の知藩事任命書を受け取った。棚倉での

政務は旧藩士から任命された執政・参政などが行った。藩知事は通例、在城することになっていた

が、正功はしばらく勉学のため東京にとどまったためである。

明治 4年 7月 16日、廃藩置県によって正功は知藩事の職を解任された。同17年、正功は子爵に列

した。
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6.資 料群の内容

(1)概 要

本資料群には、まず (1)大名としての阿部家の機能に基づいて作成、授受、保管された資料

群がある。さらに (1)は、①当主とその家族の個人的活動あるいは狭義の家組織の機能のもとで

作成、授受、保管された資料群と、②家臣団によって維持・運営されている藩庁内各部局の機能に

関わって作成、授受、保管された資料群と、③徳川将軍家の家臣家である阿部家の幕府役人として

の機能に関わって作成、授受、保管された資料群とに分けられる。

ついで (2)廃藩置県後の棚倉知藩事としての阿部家の機能に関わって作成 。授受・保管された

資料群がある。

そして (3)明治 2年 (1869)以降、華族としての阿部家の機能に関わって作成・授受・保管さ

れた資料群がある。 (3)はさらに、①当主とその家族の個人的活動あるいは狭義の家組織の機能

のもとで作成、授受、保管された資料群と、②家扶以下の家臣が担った家政内各部局の機能に基づ

いて作成、授受、保管された資料群とに分けられる。

このうち、本資料群のなかで多くを占めるのは、(3)華族としての機能に関わって作成・授受・

保管された資料で、18代正功期に集中している。

もっとも点数は多 くないが、上記 (1)の小資料群は、中 。小藩の資料や幕府諸役所の資料の遺

存があまり確認されていない現状にあっては、重要なものといえよう。以下、大項目。中項目に沿っ

て資料の内容を簡単に紹介する。

(2)内 容

A 大名

大名は、武家内部に設定された階層のうち最上層に位置し、その範囲は通例、領知高 1万石以上

の者とされる。しかしこれが基準として確定する時期については諸説があるようである。たとえば、

天和 3年 (1683)の武家諸法度以前、大名とされたのは城主と領知高 5万石以上の武家であり、こ

れに該当しない武家は小名と呼ばれたとする見解がある (上野秀治「徳川将軍家の領知判物・朱印

状」当館主催 第35回史料館講座、2001年 10月 29日 )。 この見解にしたがっても、先述のとおり阿部

家は忠秋が寛永16年に城主として 5万石を領しており、大名と呼称するに相応しい。そのため本目

録では大項目「大名」をたてた。

A-1 家

ここでいう「家」とは、阿部家当主およびその家族に限定した狭義の家である。

A-1-1 領知判物・朱印 。日録など

大名の領知は、将軍から発給される安堵状、および幕府の担当役人が作成する目録によって保証

された。領知安堵状の様式は大きくは判物と朱印との二つに分かれる。武家の場合、領知高10万石

以上あるいは官職が四位侍従以上に判物が出され、これらの条件に満たないものに朱印が出された。

2代忠秋以降、阿部家当主は従四位下に叙されるか、 10万石を領 したため、判物によって所領を

安堵されている。

本資料群中の判物では、この忠秋宛に寛文 4年 (1664)4月 5日付で 4代将軍徳川家綱が発給し
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